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ウィズコロナ時代に打ち勝つ

中小企業の新ビジネスモデル

一
、 新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
化
へ

の
挑
戦

九
州
は
知
る
人
ぞ
知
る
通
販
王
国

だ
。
明
太
子
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
特

産
品
が
、
商
品
カ
タ
ロ
グ
で
通
販
さ
れ

て
い
る
。
福
岡
製
袋
工
業
株
式
会
社（
以

下
、
福
岡
製
袋
）
は
、
こ
の
地
域
の
特
色

を
活
か
し
て
存
分
に
業
績
を
上
げ
続
け

て
き
た
。

だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
は
社
会
を
大

き
く
変
え
た
。
こ
の
影
響
は
九
州
の
通

販
王
国
を
変
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
の

危
機
感
か
ら
、
同
社
の
吉
田
英
司
社
長

は
新
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
挑
戦
を
決

断
し
た
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
段
取
り
で
取

り
組
む
べ
き
か
。
福
岡
製
袋
は
印
刷
業

界
に
身
を
置
い
て
い
る
が
、
業
務
は

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
封
筒
や
紙
袋
に
特

化
し
て
い
る
。
顧
客
は
広
告
会
社
・
印

刷
会
社
で
、
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の

認
知
度
は
高
い
。
商
品
力
も
評
価
さ
れ
、

多
く
の
顧
客
か
ら
支
持
を
集
め
て
い
る
。

ル
ー
ト
営
業
に
加
え
て
ウ
ェ
ブ
通
販

サ
イ
ト
へ
と
、
従
業
員
た
ち
は
意
欲
を

盛
ん
に
し
て
、
賑に
ぎ

わ
い
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
一
転
、
不
安
に
陥
お
と
し
い

れ
た
の
が
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社
会

変
化
で
あ
る
。
経
営
は
変
化
に
挑
戦
す

る
こ
と
と
心
得
て
、
吉
田
社
長
は
創
造

技
法
を
学
び
、
こ
れ
を
新
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
構
築
の
作
成
に
活
か
し
、
挑
戦
の

手
段
と
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
は
「
リ
モ
ー
ト
×
リ
ア
ル
」。

だ
が
そ
の
先
は
何
か
。Ｄ
︲
Ｄ
Ｍ（
デ
ジ

タ
ル
Ｄ
Ｍ
）と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
…
…
。

地
域
密
着
の
Ｄ
Ｍ
事
業
か
ら

Ｄ-

Ｄ
Ｍ
事
業
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ルへ

￤

福ふ
く
お
か
せ
い
た
い
こ
う
ぎ
ょ
う

岡
製
袋
工
業
株
式
会
社

九州の地域特色を活
い

かしてダイレクトメール（DM）事業で成果を
上げてきた福岡製袋工業だが、コロナ禍

か

の大変化を身に受けて、
守りから攻めの経営に舵

かじ

を取ることを決意した。さて、この新ビ
ジネスモデルへの取り組みは……。

［会社概要］
設立／１９６０年
事業内容／各種封筒・
紙袋の加工及び販売
社員数／４６名
本社／福岡市南区

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
封
筒
や
紙
袋
に
定
評
が
あ
る

（
写
真
提
供　

福
岡
製
袋
工
業
株
式
会
社
）
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図1　計画の図表化（成
サク
功
セス
マトリックス）

図2　成
サク
功
セス
ゴールデントライアングル

MI（こころ） BI（行動） VI（表現）

！
着想

中小企業は、通販で成果を上
げているＤＭを活かそう！

効率化アップの提案から売
り上げアップを提案できる
会社へ

・ DMをうまく活用して売り
上げアップ
・ 離れても繋がり続ける

？
連想

DMはリモートで説得力の強
いツールで、情報提供、関係
構築、ブランディングへと展
開できる

DMの訴求をつくる、ライ
ティング技術、デザインなど
を自社販促を通して実践

・ ロイヤリティーが高まる
・ レスポンスが高まる

⇄
発想

「データ活用」と「パーソナ
ライズの精

せい
緻
ち
化」が肝

きも

自社通販サイト会員6000名
を分析して、ＤＭで最大の成
果を出す

お客様の嗜
し
好
こう
に合わせて一通

一通メッセージが違うＤＭ

○
予想

「デジタルに繋がる仕組み」
を持ったＤＭに

デジタルによる販促手法を駆
く

使
し
した連携を自社サイト会員

で実践

・リモート×リアル
・ 「文（ふみ）の文化」の復活

作成：福岡製袋工業株式会社

リモート×リアル　対人接触を伴わないＤＭコミュニケーション

離れていても繋
つな
がり続ける

“リモート×リアル”
飽
ほう
和
わ
するデジタル

コミュニケーションを
ＤＭで補完・連携する

ONE to ONE＆ResponseDATA＆TECH＆creative

LOYALTY＆LTV

デザイン

ブランド ストーリー

作成：福岡製袋工業株式会社

新規顧客からリピート客へ引き上げ

継続的な顧客の個別ブランド体験の提供

デジタルプラットフォームとの本格的な連携

パーソナライズ手法のさらなる進化 リアルを活かすクリエーティブ

・デジタル・店舗など顧客接点における補完・複合効果
・顧客一人ひとりのブランディングツールとしての役割

コミュニケーションの最適化 「個」に直接アプローチを試み、レスポンスを獲得

・DM×デジタルの進化と連携の徹底
・デジタルメディアの補完、連携、繋がる仕組み

・データ分析によるターゲットの精緻な把握
・タイミング、ニーズ、表現などの最適化の進化
・最適化の目指す先としての感動、共感、体験などの提供

・丁寧・人肌感のあるコミュニケーション
・デジタルでは難しいエモーショナルなアプローチ
・ＤＭ起点に共感＆ＳＮＳ拡散
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ウィズコロナ時代に打ち勝つ 中小企業の新ビジネスモデル

二
、 〝
対
人
接
触
無
し
〞が
目
標
の

Ｄ
Ｍ
計
画

創
造
技
法
の
基
本
Ｚ
Ｋ
法
（
全
脳
思

考
）
の
四
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ま
え
、
成
功

の
知
恵
の
三
要
素
（
こ
こ
ろ
・
行
動
・

表
現
）
と
の
相
乗
積
に
よ
る
創
造
技
法

は
成サ
ク

功セ
ス

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
。
こ
の
技
法
に

よ
る
計
画
の
図
表
化
が
図
１
で
あ
る
。

テ
ー
マ
は
「
リ
モ
ー
ト
×
リ
ア
ル
・
対

人
接
触
を
伴
わ
な
い
Ｄ
Ｍ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
計
画
の
延
長
と
し
て

「
〝
モ
ノ
〟
を
手
元
に
届
け
ら
れ
る
〝
体

験
〟
。〝
体
感
〟
の
Ｄ
Ｍ
メ
デ
ィ
ア
の
開

発
」
を
、創
造
技
法
の
成サ
ク

功セ
ス

フ
ィ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ン
を
活
用
し
て
行
っ
て
い
る
。

三
、 デ
ジ
タ
ル
と
の
連
携
と
具
体

的
内
容

そ
こ
で
得
ら
れ
た
成
果
を
列
記
す
れ

ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
制
作
、
メ
ル

マ
ガ
集
客
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
集
客
、
Ｋ
ｉ
ｎ

ｄ
ｌ
ｅ
出
版
、
Ｌ
Ｐ
（
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

ペ
ー
ジ
）
、
ラ
イ
ブ
配
信
。
つ
ま
り
、
デ

ジ
タ
ル
と
の
連
携
で
あ
る
。
こ
の
実
現

の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
は
、
設
備
・

費
用
・
人
財
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
具

体
的
な
内
容
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

図
２
は
、
こ
の
成
果
を
成サ
ク

功セ
ス

ゴ
ー
ル

デ
ン
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
と
し
て
示
し
た

も
の
と
言
え
る
。
テ
ー
マ
は
「
離
れ
て

い
て
も
繋つ
な

が
り
続
け
る
〝
リ
モ
ー
ト
×

リ
ア
ル
〟
飽ほ
う

和わ

す
る
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
Ｄ
Ｍ
で
補
完
・
連
携

す
る
」
と
し
て
い
る
。

図
２
に
は
図
１
の
細
部
に
わ
た
る
記

述
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。
図
２
に
は
多

く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
示
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
吉
田
社
長
の
高
い
志
の
表
現

で
あ
る
。
新
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
成
果

と
言
っ
て
よ
い
。

四
、 バ
ー
チ
ャ
ル
と
リ
ア
ル
の
融

合
へ
の
進
化

表
１
に
新
型
コ
ロ
ナ
下
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
変
化
の
方
向
を
示
し
た
。
こ
れ
を

参
考
に
図
２
を
進
化
さ
せ
た
の
が
図
３

で
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
バ
ー
チ
ャ
ル
と

リ
ア
ル
の
融
合
と
、
主
軸
を
オ
ー
プ
ン

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
コ
ア
に
し
て
い

る
。
な
ぜ
コ
ア
に
す
る
の
か
。

こ
こ
で
言
う
オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
可
能
に
す
る
。
こ
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
人
や
物
に
関
す
る

デ
ー
タ
、
多
業
種
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
約

す
る
。
福
岡
製
袋
も
今
後
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
多
業
種
と
の
連
携
を
成
長
戦
略

上
、
必
要
と
す
る
に
違
い
な
い
。

経
営
理
念
が
「
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
で

社
会
の
架
け
橋
に
」
で
あ
る
な
ら
、オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
に
す
る

オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
選
ぶ

の
が
よ
い
。
人
々
の
思
い
や
さ
ま
ざ
ま

な
価
値
観
に
応こ
た

え
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

に
、
こ
れ
を
活
か
し
て
い
く
の
だ
。
自

社
と
と
も
に
業
界
も
発
展
し
て
い
く
。

図
３
の
△
の
①
に
オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
、
②
に
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ

ア
ル
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
、
③
に
Ｄ
Ｘ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
位
置
づ
け
た
。
▽

の
①
に
ブ
ラ
ン
ド
、
②
に
デ
ザ
イ
ン
、

③
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
位
置
づ
け
た
。
そ

れ
ぞ
れ
に
は
新
し
い
意
味
づ
け
が
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
ら
も
付
記
し
て
い
る
。

価
値
観
自
体
が
大
き
な
変
化
を
し
て

い
る
中
で
、
企
業
は
顧
客
に
と
っ
て
有

益
な
新
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
有
し
て
い

る
か
否い
な

か
が
、
問
わ
れ
る
時
代
に
な
っ

て
い
る
。
福
岡
製
袋
は
、
こ
の
時
代
を

適
者
と
し
て
生
き
抜
い
て
い
く
で
あ
ろ

う
。

か
た
が
た
·
ぜ
ん
じ　
1
9
2
8
年
岩
手
県
生
ま
れ
。53
年
第
1
回
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
留
学
生（
渡
米
）。カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
卒
業
。同
大

学
院
及
び
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
論
文
コ
ー
ス
修
了
。工
学
博
士
。通
産
省
、郵
政
省
な
ど
の
各
委
員
を
歴
任
。ま
た
松
下
電
器
産
業
、セ
コ

ム
な
ど
の
顧
問
に
就
任
。現
在
、情
報
文
化
学
会
名
誉
会
長
、シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
、成
安
造
形
大
学
名
誉
教
授
な
ど
。著
書
多
数

新
型
コ
ロ
ナ
下
、地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
実
相
軸
と
、

企
業
の
強
み
を
活
か
す
D
X（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョン
）軸
の
両
軸
に
よっ
て
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動

を
し
て
、自
社
の
み
な
ら
ず
業
界
を
揺
る
が
す
志
を
持
て
。

教　訓

表1　新型コロナ下、ショッピング変化の方向

図3　新型コロナ下、バーチャルとリアルを融合したD-DM新ビジネスモデル

作成：筆者

新型コロナ下、
バーチャルとリアルを

融合した
新ビジネスモデル

・ オープンイノベーションのコア。多様な展開
・ “クロスメディアで社会の架け橋に ”
・ 多業種との連携、成長戦略への活用

・ 時間価値を加えた価値創出
マーケティング
・ 自と他に向けたマーケティング
・ 最適収益のマーケティング

・ バーチャルとリアル融合のクリエーティブ
・ 感性と論理を往復するクリエーティブデザイン
・ ＺＫ法起点のクリエーティブ展開

バーチャル・リアル クリエーティブＤＸマーケティング

オープンプラットフォーム

ブランド
（企業と商品の信頼）

デザイン
（感性と論理の往復）

ストーリー
（面白くて役立つ内容）

１、消費者の購買 ―― 商品認知の方法、購買手段の選択

２、リアル店舗の見直し ―― 非接触箇所、各種コロナ対策等

３、業務の再構築 ―― オフライン・オンライン業態をレジリエントに

４、安心・安全な環境の実現 ―― 店内センサーの設備等

５、リモートとリアルの融合 ―― 新たな顧客体験への対応

作成：筆者
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